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は じ め に  

 

幌延町教育委員会 教育長 木 澤 瑞 浩   

 

 幌延町教育委員会では、平成２５年度に「幌延町第６次社会教育中期計画 ～学び愛・繋り

愛・創り愛 豊かに生きる人づくり～」を策定し、平成２６年度から各種社会教育事業に取り

組んでまいりました。令和元年度末をもってこの計画が満了となることから、新しい社会教育

計画の策定に向けて、「幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会」へ諮問を行いました。 

その後、幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会から、社会教育は「まちづくりは人づく

り」であることを再考し、前計画に沿って取り組んできた各種施策や事業の点検評価の中、幌

延町の社会教育を取り巻く現状や課題から、今後取り組むべき施策や方向性を盛り込んだ答申

をいただきました。 

教育委員会ではこの答申を受け、「幌延町民憲章」、「幌延町教育目標」を基本とし、「幌延町

総合計画」で示されている「心豊かな人と文化を育むまちづくり」を目指し、これら関連計画

と整合性を図りながら、今後６年間を通じて目指すべき基本方針や施策を示した「幌延町第７

次社会教育中期計画」（令和２年度～７年度）を策定いたしました。 

町ではこの計画に基づき、系統的かつ継続的に各種社会教育の施策や事業を展開し、本計画

の具体化に取り組んでまいりたいと考えております。 

結びに本計画の策定にあたり、御助言をいただきました北海道教育庁宗谷教育局社会教育指

導班主査 佐々木憲一 様、熱心に御審議をいただきました策定委員の１１名の皆様に心から感

謝を申し上げますとともに、今後も社会教育のために一層のお力添えをいただきますようお願

い申し上げます。 

 

 

計画策定にあたって 

 

幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会 委員長 竹 岡 政 仁   

 

 第７次社会教育中期計画の策定にあたり、まず初めに、北海道教育庁宗谷教育局より講師を

招き、策定の目的や意義について講義を受けた後、グループワークにより策定に向けた方向性

などの確認や学習会を行い、策定作業に取り掛かりました。 

 策定作業は、第６次社会教育中期計画の反省・評価をもとに、総合計画や社会教育事業との

整合性を図りながら、この計画が、目的達成のための課題を解決するための行動の手引きであ

ることを確認しました。そして、計画の目指す姿とその方向性の共通理解を図り策定委員１１ 

名（社会教育委員８名、スポーツ推進委員３名）で、４回の会議を開催し審議して参りました。 

会議では、事業視察を通して委員が感じたことなど、意見交換を行い、第６次社会教育中期計

画で達成できなかった項目について課題を整理して、第７次社会教育中期計画で、再度、達成

に向け取り組むこととしました。また、指標について、基本的には第６次社会教育中期計画に

合わせつつ、新規に取り組んでいる事業などを追記するとともに、人口減少なども考慮した指

標としております。なお、時代の変化などに則した指標となるように、３年後に見直すことと

しました。 

 この第７次社会教育中期計画が、社会教育行政の指針として今後の行政施策の推進に反映さ

れることを念願するものであります。 

 終わりに、本計画策定にあたり、熱意をもって討議くださいました委員の皆さん、並びに計

画づくり全般にわたりご指導いただきました北海道教育庁宗谷教育局に衷心より感謝申し上げ

ます。 
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１ 第７次社会教育中期計画策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）計画策定の意義 

 幌延町の社会教育は、幌延町総合計画、幌延町教育目標に基づき、幌延町第６次社会教育

中期計画（平成２６年度から平成３１年度）を推進してきたところであります。 

 町民一人一人が生涯にわたり、心豊かに生きがいのある人生を送ることは皆、共通の願い

です。学習やスポーツを通して技術や知識の習得を図り人間性を高めたり、また、団体活動

で交流し活動する仲間づくり等行ったりと、さまざまな方法や場所で社会教育活動が行われ

ています。 

 今、町民ニーズの広がりと学習意欲、地域活動への参加意識の高まりの中で、かつ内容が

多様化してきており、各種情報や機会の提供など、その環境づくりが強く求められています。

生涯にわたって、学びの成果を地域に還元していく社会、また、住民と共に歩み続ける地域

社会の実現に向けて、方法・内容・機会・地域・人材・団体・施設等を意識した取り組みが

一層大切となっております。 

 このことから、従来の計画を見直し、現状と課題を分析し、町民一人一人が「いつでも、

どこでも、だれでも」学習活動に参加できる機会の充実を図り、人づくり、まちづくりの実

現を目指し、生涯学習の基盤の確立のため本計画を策定するものである。 

（２）計画策定の基本的な考え方 

 これまでの第６次中期計画の成果や課題を踏まえ、日々変化を続ける社会を背景に幌延町

における社会教育の役割を検討し、５つの基本政策を設定しております。 

 策定委員には、日頃、社会教育事業で感じていることや一定期間内の事業視察を行い、会

議内でそれぞれ感じたことについて意見交換を行っていただきました。 

 策定作業では、第一に第６次中期計画の現状を把握し、成果と課題をもととし、引き続き、

第６次中期計画の継続をもとに６年後のめざす幌延町を基本的な柱としております。第二に

その政策実現に必要なことを話し合い、目指す基本施策、その方向性を示す事務事業をまと

め、それぞれの施策の評価指標を確認しました。 

（３）計画の呼称、計画の期間 

 この計画は「幌延町第７次社会教育中期計画」と称し、計画期間は、令和２年度から令和７

年度までの６年間とする。 

 なお、計画期間中については、社会情勢の変化等を考慮し、３年後には評価指標を見直すこ

ととしています。 

 

（４）計画の点検・評価 

 この計画の推進にあたっては、単年度計画「社会教育推進計画」を策定し、政策や目指す基

本施策に対する具体的な事業の反省や改善を図り、実施していくこととします。また、本計画

で示した評価指標に基づき、毎年度数値化し評価を行うとともに、社会教育委員による判定

及び施策毎に総合判定を行うものとする。 
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２ 幌延町社会教育の基本方針と社会教育目標、政策策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回策定委員会議 

  第１回目の策定委員会議では、第７次中期計画策定について、幌延町教育委員会からの

諮問を受け、策定にかかわる審議に取りかかることとい

たしました。 

  策定までの概要（プラン）を事務局側より説明を行い、

その後研修を行っております。研修では、初めて策定委

員として活動する方が多く、計画策定について、北海道

教育庁宗谷教育局より専門の講師を招き、講義と実技を

実施しております。 

  講義では、策定の目的や社会教育と生涯学習の違い、また、社会教育の振興と生涯学習

の振興の違い等を確認し、計画策定の意義と留意点についてお話ししていただきました。

実技では、３班に分かれてグループワークを行い、幌延町の強み、弱み等を話し合い、ど

のような町になったら良いか協議し、班ごとに発表を行っています。 

  最後には、今後の計画策定の方法等について、委員で共通認識・理解を図りました。 

 

 講義「社会教育中期計画策定の目的について」 

 実技「６年後の幌延町について」 

  講師：北海道教育庁宗谷教育局教育支援課 

     社会教育指導班主査 佐々木 憲 一  氏 

政策策定につい て 

幌延町社会教育の基本方針 

  幌延町の教育目標を基軸に、今日の社会の激しい変化に対応するために生涯教 

育の観点に立って、豊かな社会性の育成と創造性の啓発をめざして地域に根ざし 

た社会教育を推進する。 

幌 延 町 社 会 教 育 目 標 

 １ 学習や社会参加への意欲を高め、自ら啓発に努める社会教育活動を 

 ２ ふれあいを深め、豊かな心を育む文化活動を 

 ３ 健康で活力のある生活をめざすスポーツ活動を 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定委員による事業視察 

 ８月２日から１０月３１日までの期間、委員による社会教育事業、社会体育事業の視察を

実施しました。全事業の視察を行うことはできませんでしたが、１３事業の視察を行ってお

ります。また、事業によっては、複数の委員が視察を行っており、同じ事業でも違う観点か

ら視察ができたと感じています。 

 視察した結果については、「３ 策定委員による社会教育・社会体育事業視察、意見交換」

を参照。 

 

第２回策定委員会議 

 第２回目の策定委員会議では、第６次中期計画の評価や

現状把握について再度確認を行うとともに、過去５年分の

全６８事業（Ｈ２６～Ｈ３０）の整理を行っています。（指

標評価のもととなっている資料）また、施設の利用状況等

についても同様にまとめ、委員の意見を聴いています。ま

た、第６次中期計画での成果や課題について、政策毎に整

理するとともに政策内で達成できなかった指標の項目に

ついて、要因等を提示して洗い出しを行っております。 

 視察した事業については、出席した委員で意見交換を実施しており、現状における事業の

課題や方向性等を確認することができました。最終の整理したものは次回の会議で提示する

こととしました。 

 最後は、第７次中期計画のイメージについて話し合いを行い、次回の会議では、体系図や

指標の確認を行い、スローガン（目標）について、検討することとしました。 

【１班】 【２班】 

【３班】 

 

社会教育 
社会的課題を解決するために目的を 

もって行われる教育活動 

社会教育の振興 まちづくりに参画する人づくり 

生涯学習 
個人で生涯にわたって自主的に取り

組む学習活動 

学習環境づくり 生涯学習の振興 

社会教育と生涯学習の違い 
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第３回策定委員会議 

 第３回目の会議では、総合計画アンケート結果を参照し、

社会教育関連部分について説明を行い、指標評価では、アン

ケート結果をもとにした項目もあることから、実情の確認

をしています。 

 第７次中期計画の体系図については、前回の計画を基本

として作成を行い、現状に合わせ若干変更をしており、全体

的な確認、審議を行いました。指標については、第６次中期

計画からの継続、未達成、第７次中期計画から新規の指標を提示し、審議をしてきました。

特に、第６次中期計画で未達成の項目については、前回要因の分析を行い、第７次中期計画

では達成できるよう取り組むこととしています。また、人口減少を考慮し、利用人数だけで

はなく、人口ベースから割合を出す方法に変更しており、人口減少に伴う指標評価の影響を

少なく設定しています。 

 最後には、スローガンの設定について、委員内で協議を行い議論していたが、今回はキー

ワードを提示し、次回の会議で決定することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回策定委員会議 

 第４回目の会議では、スローガン（目標）について、何点かの案の中から委員で協議を行

い、「共に学び・共に育み・共に創る 郷土に根ざすひとづくり」に決定しました。 

 スローガン決定に伴い、最終稿として、計画書の校正について審議を行っております。加

除修正後、最終確認を行い、３月下旬に開催される教育委員会議において答申することとし

ました。 

委員からの意見 

・ 体系図については、大きな変更をしなくても問題はない。 

・ 第６次中期計画を基準として、現行にあった指標を作成。 

・ ページ数についても、同様な形で問題はない。 

委員からの意見（テーマ関係） 

・ 第６次中期計画を軸に第７次中期計画を策定するため、大きな変更の必要はない。 

・ 前半を継続し、後半部分の変更とする。 

キーワード 

「繋がり」「地域のつながり」「恵まれた自然を生かした人づくり」「世代間」「喜び 笑顔あ

ふれる 人づくり」「共生」「共生を含めるのであれば、共に学び、共に繋がり、共に創り」

「郷土」 

スローガン（案） 

① 共に学び・共に育み・共に笑い 笑顔あふれる人づくり 

② 人づくり・繋りづくり・地域づくり 笑顔いっぱいの幌延（まち） 

③ 学び愛・繋り愛・創り愛 郷土に根ざすひとづくり 

④ 郷土を学び、地域を愛し、次代を築く！ 笑顔あふれるまちに 

⑤ つながる（地域・ひと・笑顔の）輪を育てる 地域づくり 

⑥ 共に学び・共に繋がり・共に創る 高まる地域の絆 
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その他

・柔剣道室の活用は良いと思
う。アリーナでは感じられない
躍動感みたいなものが味わえた
と感じる。
・英語等の内容を実施し、新し
い学習指導要領の対応をいただ
き、学校としては助かる。

・体力づくりの観点から継続してほしい
・スタートが２回に分けられていたこと
に違和感を感じた。
・体力づくりには非常に良いので、人数
が多いのであれば、対策が必要と考え
る。
・一般参加者が減少しているように感じ
る。
・小さな子どもが走路に入り、危険なの
で、親がちゃんとみているようにしてほ
しい。
・苦手な子どもをいかに興味を持たせる
か。

・チケットを購入するのであれ
ば、「来年も行きたい」「来年
もあったら良いな」と思えるも
のだと来場者がもう少しあった
と感じる。
・対象を絞ることや町民が求め
ている舞台芸術についてリサー
チもあると、本事業の目的を
もっと活かせられるような気が
する。

・町民多数の参加を希望しま
す。
・単発で終了するのではなく、
健康づくりの一環として、朝活
や中学校のダンスの授業に合わ
せた実施など体力づくりの一環
として行うことであれば、開催
した事業がその前後で生きるの
ではないかと感じた。

・見学者のマナーが悪いように
感じる。
・体力づくりの観点から継続し
てほしいと考える。

・文化協会には内容についても
いろいろと提案しているが、実
行してくれない。

・教室の実施に伴い、新学期ス
ムーズに授業に入ることが可
能。

参加した子供たちは、目標達成
に向け、取り組みをしている。
幌延町の子供たちは平均して泳
げる子どもが多い。

委
員
視
察

・キッズダンスは動き方がわか
らず、戸惑っている児童もいた
が。雰囲気も良く楽しんで行っ
ていた。
・学習支援では何も持ってこな
い子どもがいた。
・日頃英語の学習をしている先
生たちなので、子どもたちがリ
ラックスして楽しく学んでいる
ようでした。

・宮古先生、カズ先生の掛け合
いがすごく良いと感じたが、知
人や関係者が多く、もう少し一
般の方が参加すると良いと感じ
た。

・少しでも良い記録を出せるよう頑張っ
ている姿が良かった。
・小、中学生とも先生方や周りの観客の
声援のもと、一生懸命走る姿が見られ、
声援が走者を後押ししているように感じ
た。
・苦手な子どもで歩く児童もいたので、
走りぬく、走り切る、最後まで全力を尽
くす等の指導や支援が必要と思った。
・個人的に大会に参加したが、指導員の
方から声掛けがあっても良いと感じた。
・子どもたちが最後まであきらめずに
ゴールを目指して頑張っていた。
・親子の部では、父母ともに子どもに声
をかけながら走っているのが印象的だっ
た。

・中学生がたくさん参加し盛り
上がっていた。
・講師の動きに合わせて体を動
かし良い汗を流していたように
思います。
・充実した汗を流して、身体も
脳もリフレッシュして、とても
充実した時間を過ごせていた。

・自分の目標を達成しようと頑
張る姿とみんなが応援している
姿がとても良かった。
・水泳が得意な子どもは意欲を
もってやっているが、不得意な
子どもは、モチベーションが低
いと感じた。
・技術的な基本ができていない
子どもや息継ぎができない子ど
もも多く、その辺の指導をもう
少しやったほうが良いと感じ
た。

・内容については大きな変化は
ないが、毎年やっている内容を
楽しみに来ている方が多い。
・体験コーナーもあまり参加し
ているようには見えなかった。
・そばとお茶の試食は、そこそ
こ人が来ており盛況だったと思
うが全体的に盛り上がりが欠け
ていた。

参加者の
様子等

事
務
局
側

期間中様々な活動を行ってお
り、長期休業中の生活習慣の定
着につながっている。子供たち
は、楽しそうに参加していた。

大人対象の初心者向け英会話教
室として、各回のテーマに基づ
く日常会話で活用できるような
内容を扱っている。参加者は、
英語を身近に感じられるものと
なっている。

学校と共催して事業を実施。幼児から大
人の方まで参加している。親子での参加
が多くなり、一緒に参加する傾向となっ
ている。

例年、様々なジャンルを実施。
今年は、初めての試みであった
が、来場した方は、大いに満喫
していたものと感じている。

毎年プログラムを変更して実
施。今年は、有酸素運動とし
て、通常のエアロビクスとクー
ルダウン及び体幹トレーニング
を実施。
中学校も部活動の一環として参
加。

午前（小１・小２）、午後（小
３～小６）で実施。各学校共催
で事業を実施。

町の方々の作品を展示し、体験
会やそば打ちのデモンストレー
ション及び試食会を実施。数年
舞台発表がないことが、若干さ
みしく感じた。

事業周知方法

社教だより
ホームページ掲載
チラシ配布（学校）

告知端末
ポスター掲示
ホームページ掲載
登録者へ文書配布

告知端末
ホームページ掲載
ポスター掲示
体育館だより
少年団本部加盟団体・幌中へ依頼文書送
付

告知端末、ポスター掲示
ホームページ掲載
各町内会回覧
文化協会加盟サークルにチケッ
ト周知、近隣市町村教育委員会
へポスター及びチラシを送付

町内会担当者へ周知
ホームページ掲載
告知端末

各学校と打合せ
ホームページ掲載

告知端末 告知端末
ホームページ掲載
対象学年チラシ配布
体育館だより
ポスター掲示

事業の内容
ねらい等

長期休業を利用し、子どもの望
ましい生活習慣の定着や学力・
体力の向上等を図るとともに、
学校・家庭・地域が一体となっ
た取り組みを推進する体制の構
築を図る。

開催：８日間
参加者：４７６名

ネイティブスピーカーとの交流
を通して、楽しみながら、日常
生活や旅行等で使える簡単な英
会話のスキルを習得するための
機会を提供する。

参加者
　８月　８名
　９月　５名
１０月　９名

町民皆スポーツの一環とし、マラソンを
通してスポーツの動機づけや浸透を深め
るとともに、学校教育、社会教育、地域
教育、家庭教育の連帯感を深め、より活
性的な町づくりの一環として行い、自ら
の健康維持増進を図る。

参加者：１８３名

舞台芸術を鑑賞する機会が少な
い地域性の中で、生の舞台芸術
の鑑賞機会を提供することで、
舞台芸術の素晴らしさ、感動や
生きる力を養い、地域文化の振
興を図る。

来場者：１０４名

有酸素運動をすることにより、
健康の維持増進を図り健康な体
力づくりを推進する。また、運
動後のクーリングダウンとして
活用できるよう普及拡大を図
る。

参加者：２８名

町民皆水泳の一環として小学校
から競泳を実施し、２校の小学
校にて同時開催することでス
ポーツ交流の場や授業の成果を
発表する場として、より一層活
用することができ、また、今後
の水泳スポーツに対する認識及
び普及拡大に努めるとともに健
康の維持増進を図る。

参加者：１１２名

地域の文化サークルの活動の様
子や成果を、広く町民に発表す
る機会を通して、地域の交流を
深めるとともに地域の芸術・文
化活動の振興を図る。

来場者
　２７９名（幌）
　２１０名（問）

水泳に対する正しい知識と初歩
的技術を学び、泳ぐことの楽し
さや充実感を味わわせるととも
に、今後も継続して水泳の振
興・普及拡大を図る。
　水に対しての抵抗感や先入観
をなくすとともに、自らの健康
維持増進及び町民皆水泳の普及
拡大を図る。
参加者
　２６１名(低)、７５名(一)

開催場所 幌延町生涯学習センター　他
幌延町、問寒別生涯学習

センター
総合スポーツ公園野球場～上幌延 国際交流施設 総合体育館 幌延町民プール

幌延町、問寒別生涯学習
センター

幌延町民プール

水泳教室（低・一）

開催日等
7/29～8/9
(８日間）

8/26,10/28（幌延）
9/2（問寒別）

9/21 10/4 10/5 9/6
9/28・29（幌延）

10/26・27（問寒別）
7/29～8/5（低）
7/29～8/6（一）

３　策定委員による社会教育・社会体育事業視察、意見交換
事業名 子ども朝活事業 英会話教室 町民マラソン大会 舞台芸術鑑賞事業 ソフトエアロビクス教室 水泳大会 町民文化祭
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その他

・個人的な作品ではなく、全員
で何かを作る形にしたほうが良
いかもしれません。協力して作
る、役割を与える、サークルの
力を借りる等して、コラボがで
きると良い。

・おひさま子育て会の活動委員
は、ほとんどの方が小さい子ど
もがいて、行事等の話し合い、
準備等大変なことが多々ありま
す。行事の縮小で、おひさまの
活動が長く続けられるようス
タッフの負担を軽減していま
す。

・障がい者でもスポーツに対する心構え
は素晴らしい。町民全体にアピールする
ことが大事です。

・町民ミニバレーボール
フェスティバルよりも実
力重視なので、経験者以
外にはきついものがある
のではないかと思いま
す。

委
員
視
察

・楽しく作品作りをする子ども
もいれば、途中でやめて遊んで
いる子どももいた。作品が上手
く作れなくなると、スタッフに
対して、言葉使いが悪くなった
り、命令口調になる子どももい
ました。

・毎週楽しみにしている子ども
が多いです。おもちゃ等もある
ので、友達と家ではできない遊
びを楽しんでいる。

事業周知方法

社教だより
ホームページ掲載
チラシ配布（学校）

対象者文書送付
ホームページ掲載
チラシ配布（学校）

体育協会加盟団体へ依頼文書送付
少年団本部加盟団体へ依頼文書送付
告知端末
ホームページ掲載
ポスター掲示
体育館だより掲載

各子ども会（９町内）及
び関係団体へ文書送付
告知端末

町内会担当者へ周知

・年々参加者が減少している。今後、考
えていかなければならない。体協との話
し合いが必要。

・みんなで町内を回り、
打ち上げ花火をするの
は、思い出になるのでと
ても良い。
・とても楽しんでいたと
思います。

・非常に楽しんでいたと
思いますが、町内会の雰
囲気に左右されることだ
と思う。

町内会でチーム編成を行
い、日頃の運動不足解消
として実施。中学生以上
を対象として行い、大人
と一緒に活動をしてい
る。町内会の親睦を図る
ことが可能。

参加者の
様子等

事
務
局
側

自由遊びを基本に実施。参加状
況は１年生の割合が多く体育館
や校庭で活発に遊んでいる。

保護者の情報交換や子ども達の
コミニュケーションの場とな
り、高齢のスタッフが居ること
で、３世代交流の場や読み聞か
せの場として機能している。

１日目は合宿、２日目は体験会を実施し
ている。車椅子での操作の難しさを感じ
ているが、普段経験できないことを体験
することが可能。

毎年、七夕の日に交通安
全の啓蒙活動として行わ
れるパレードと花火大会
は、子供たちの楽しみの
行事となっている。

気軽にできるミニバレー
ボールを通して、各町内
会の連帯感を高めるとと
もに、健康の維持増進を
図る。

参加者：７８名

開催場所 幌延小学校 問寒別生涯学習センター 総合体育館 町内 総合体育館

登録児童数
　　３０名
スタッフ数
　　３名

登録児童数
　乳児９名、幼児７名
　児童９名
スタッフ数
　　１３名

事業の内容
ねらい等

子どもが安全に安心して遊ぶことができる場所として町内の社会教
育施設や学校施設などを利用し、放課後に学年の違う子どもたちが
集まり、地域の大人たちと交流しあいながら、様々な体験ができる
場を提供することを目的とする。

障がい者スポーツへの興味・関心を持つ
ことにより、障がい者及び車椅子に対す
る理解の促進を図るとともにスポーツを
通して障がい者と健常者の心のバリアフ
リー化を図る。

来場者：２０名

伝承行事の七夕を祝うと
ともに、子ども会並びに
育成会が、一堂に会して
町内をパレードし、交通
安全を訴える。

参加者：２８５名

事業名 子どもの広場 おひさま子育て会 車椅子ソフトボール合宿・体験会 七夕パレード
町内会対抗ミニバレー

ボール大会

開催日等 8/28,9/4,9,18,25 8/26,9/5,12,19,26 8/24・25 8/7 10/6

町内会対抗ミニバレーボール大会朝活プロジェクト（学習サポー

ター派遣事業活用：学習支援）

車椅子ソフトボール合宿・体験会町民文化祭

ソフトエアロビクス教室英会話教室

水泳教室／子ども運動教室朝活プロジェクト（動植物写真展）

事業フォト
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子ども運動教室 移動図書（認定こども園） 生きがい教室 

４ 第６次社会教育中期計画の現状と成果及び課題 

 

政策１ 幌延の今を知るための学びの場づくり 

評  価 
１－１ 多様な学習機会の拡充に努める  総合評価は「Ａ」と判定 

１－２ 多様な学習機会を提供する    総合評価は「Ａ」と判定 

 

 

現状（成果） 

・ 計画的に社会教育事業を実施している。 

・ 長期休業中の生活習慣の定着を図るため、朝活事業を実施し、夏季は

８日間（学習支援、体験活動、スポーツ活動 等を）実施している。ま

た、冬季については、３日間（学習支援（英語学習）、プログラミング教

室 等）実施している。Ｈ３１は学習サポーターの活用を行った。 

・ 動植物写真展については、金田心象書道美術館のみで実施していたが、

Ｈ３０から幌延町生涯学習センターでも展示し、幅広く実施している。 

・ 英会話教室として、ＡＬＴを活用して年間１０教室を実施している。

Ｈ３１からは問寒別地区でも実施をしている。 

・ 各事業とも開催要項やチラシ及び結果等について、町のホームページ

に掲載 

・ 各事業、告知端末機を活用し、事業の周知を行っている。また、社教

だより、体育館だよりを毎月発行し、事業等の周知や結果報告及び様々

な情報をお知らせしている。 

・ 各スポーツ施設の補修を実施している。 

 

 

 

課  題 

・ 各事業の参加者が固定化傾向。 

・ 町の女性部がＨ２７に解散し、女性教育が減少傾向となっている。 

・ 書の研修事業について、Ｈ３０から休止状態となっており、実施でき

ていない。（年間：２０回） 

・ 生きがい教室については、６５歳以上の方に登録していただいている。

参加者の維持が課題となる。 

・ 簡易的でわかりやすい告知方法の考究 
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政策２ 地域の営みに参画できる仕組みづくり 

 

評  価 

２－１ 文化・スポーツ活動を充実する  総合評価は「Ａ」と判定 

２－２ 家庭・地域の子育てを支援する  総合評価は「Ａ」と判定 

２－３ 住民の参画活動を促進する    総合評価は「Ａ」と判定 

 

 

 

 

現状（成果） 

・ 「心象館音楽の夕べ」コンサート（１部は町民コンサート、２部はプ

ロの音楽家のコンサート）を実施している。 

・ 作品展示として、ミニギャラリー展を年数回実施している。 

・ 子ども運動教室を実施している。（年１１回：他事業の併用含む） 

・ スポーツ少年団本部加盟団体１団体増（Ｈ２７） 

・ 生涯学習講座について、幌延だけではなく、問寒別生涯学習センター

でも実施している。 

・ 家庭教育サポート企業制度に新規に２業者登録をいただいた。 

（現在６社）、（宗谷管内１００社以上登録） 

 

 

課  題 

・ 体育協会移行事業の維持は必要不可欠と考える。 

・ 文化協会、体育協会加盟団体数が減少しているので、維持していくこ

とが必要（団員の高齢化） 

・ 人材バンク登録・協力（登録者の高齢化もある）が必要と考える。 

・ 放課後子ども教室（幌延）のボランティアスタッフが不足している。

周知しても、集まらないのが現状のため、対策が必要である。 

 

政策３ 子どもたちの自立を促す環境づくり 

 

現  状 

３－１ 体験・交流活動を推進する  総合評価は「Ｄ」と判定 

３－２ 学校との連携を促進する   総合評価は「Ｂ」と判定 

３－３ ボランティア活動を推進する 現状を把握するのみである 

３－４ リーダ・指導者の研修機会を提供する 総合評価は「Ｃ」と判定 

 

 

 

評価（成果） 

・ チャレンジ教室体験活動の充実。各団体等の協力を得て、年間９事業

を実施している。 

・ 子ども会育成連絡協議会事業の支援を実施、ワラベンチャー問寒クラ

ブ活動の支援を実施している。 

・ 社会教育、体育事業、各学校の協力を得て事業を実施している。 

・ 町内子どもの集いについては、小・中隔年で実施する形としている。

一般で観覧することも可能 

・ 各学校で家庭教育学級を開設し、計画的に事業を実施している。 

 

 

課  題 

・ 少年団活動と日程が重なり、各事業の登録人数が減少傾向である。 

・ 放課後子ども教室について、学年毎で登録人数に差があり、活発な学

年とそうでない学年に分かれている。 

・ 放課後子供教室スタッフの方の研修会参加が難しい状況となってい

る。 
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幌延町生涯学習センター 問寒別生涯学習センター 

政策４ 次代に向けて挑戦し続ける風土づくり 

 

現  状 

４－１ 協働による生涯学習を推進する  総合評価は「Ｂ」と判定 

４－２ 女性の社会参加を促進する    総合評価は「Ｃ」と判定 

４－３ コミュニティ活動を活性化させる 現状を把握するのみ 

４－４ スポーツと健康づくりを推進する 総合評価は「Ｃ」と判定 

 

 

 

 

評価（成果） 

・ 子ども会、文化協会、体育協会と共催して事業実施及び事業継続。 

・ 家庭教育サポート企業の活動。 

・ 社会教育関係の委員・指導員の女性登用率は高いと考える。 

・ 心象館について、カフェスペースとして無料観覧箇所設置やギャラリ

ー展の実施による施設の利用促進を図っている。 

・ 学校開放施設の有効活用。 

・ 新規社会体育事業等の実施に伴い、参加者が増加。現事業とリンクし

て実施している。 

・ 継続的なスポーツ・運動教室を実施している。 

・ 毎年少年団の活動で全道大会に出場し、参加費を支援している。 

 

 

課  題 

・ 女性学級の減少が懸念材料。現在下沼地区のみ実施しているが、対策

が必要と考える。 

・ 各事業の登録人数が減少傾向。休日の過ごし方の多様化や少年団等の

活動増加。 

・ 人口減少に伴い、スポーツ施設利用者が減少傾向である。（夜に集中す

る傾向） 

 

政策５ 学習活動の拠点づくり 

 

現  状 

５－１ 問寒別生涯学習センターを整備する 

 計画的に実施され、供用開始していることから総合判定の実施無 

５－２ 生涯学習センターの利用を促進する 総合評価は「Ｃ」と判定 

 

評価（成果） 

・ 計画的に実施し、Ｈ２７年度に完成。Ｈ２８．４．１より供用開始。 

・ 放課後子供教室（おひさま子育て会）の施設利用。（Ｈ２８） 

・ 子どもの読書活動推進計画書を作成し、利用促進に向け事業を展開 

 

課  題 

・ 施設の有効活用として、実施することが必要（団体活動、事業実施） 

・ 新規事業を立ち上げ、利用促進を図っているが、人口減少等も伴い、

増加ということは難しいのが現状である。 

 



10 

 

町民マラソン大会 

読書活動（読み聞かせ） 

５ 第７次社会教育中期計画のスローガンと基本政策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スローガン 

基本政策（６年計画の柱） 

１ 幌延を知るための学びの場づくり 

２ 地域の営みに参画できる仕組みづくり 

３ 子どもたちの自立を促す環境づくり 

４ 次代に向けて挑戦し続ける風土づくり 

５ 学習活動の拠点づくり 

共に学び・共に育み・共に創る 

      郷土に根ざすひとづくり 
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６ 第７次社会教育中期計画の施策と方向性（体系図） 

 

 

■ 乳児期から高齢期まで幅広い学習機

会の提供 

■ 関係機関等との連携、体制づくり 

■ 町や周辺地域の人材の登録・整備・活

用 

■ ホームページの充実 

■ 広報活動の工夫と充実 

（告知端末器の活用） 

■ 住民ニーズの把握 

■ 各種関係機関等の情報の提供 

主 な 事 務 事 業 

（基本施策を行うための方向性） 
目 指 す 基 本 施 策 

（基本政策を進めるための手段） 

基 本 政 策 

（６年間の柱） 

■ 子ども会等の活動への支援 

■ ワラベンチャー活動への支援 

■ 自然体験や異世代交流の推進 

■ リーダーや指導者の養成 

■ 研修機会に関する情報の提供 

■ 国や道、管内規模の研修会等への参

加奨励 

■ 小中学校との事業連携 

■ 地域の教育資源を活用した学習機会

の提供 

■ 家庭教育や子育てに関する学習機会

の提供 

■ 小中学校におけるボランティア活動の

推進 

■ ボランティアに関する学習機会の提供 

■ ボランティア意識の向上 

１－１ 

 多様な学習機会の拡充に努 

 める 

１－２ 

 多様な学習機会を提供する 

【政策１】 

幌延を知るための

学びの場づくり 

共
に
学
び
・
共
に
育
み
・
共
に
創
る 
郷
土
に
根
ざ
す
ひ
と
づ
く
り 

■ 芸術文化鑑賞機会の提供 

■ 運動教室の推進 

■ 文化・体育協会事業への支援、育成 

■ 地域活動に参画できる環境の整備 

■ 子育て支援ボランティアの育成と活動支

援 

■ 青少年健全育成活動の推進 

■ 住民や各種団体等と連携した活動の促進 

■ 人材バンクの活用 

■ コミュニティー活動参加の促進 

２－１ 

 文化・スポーツ活動を充実 

 する 

２－２ 

 家庭・地域の子育てを支援 

 する 

２－３ 

 住民の社会参画活動を促進 

 する 

地域の営みに参画

できる仕組みづく 

り 

【政策２】 

３－１ 

 体験・交流活動を推進する 

３－２ 

 学校との連携を促進する 

３－３ 

 ボランティア活動を推進す

る 

３－４ 

 リーダー・指導者の研修機 

 会を提供する 

【政策３】 

 
子どもたちの自立

を促す環境づくり 

■ 青年層の人材育成と活動支援 

■ 家庭教育サポート企業制度の活用 

■ 生涯学習のための研修機会の充実 

■ 女性の学習や交流活動の推進 

■ 社会体育事業の推進 

■ スポーツ指導者の発掘と育成 

■ 保健センターとの連携 

■ 体力向上に向けた活動の推進 

■ スポーツ少年団活動への支援 

■ 社会教育・体育施設を利用した活動の

推進 

■ 学校施設の有効活用 

■ 町内会や文化・体育団体との連携 

４－１ 

 協働による生涯学習を推進 

 する 

【政策４】 

４－２ 

 青少年活動を推進する 

４－３ 

 コミュニティー活動を活性

化する 

４－４ 

 スポーツと健康づくりを推 

 進する 

次代に向けて挑戦

し続ける風土づく

り 

■ 住民ニーズの把握 

■ 施設の設備や機能の充実 

■ 安心・安全な活動場所の提供 

■ 図書室機能や蔵書数の充実と読書活動

の推進 

■ 施設空間の有効活用 

■ サークル団体活動への支援 

５－１ 

 社会教育、社会体育施設を 

 整備する 

【政策５】 

５－２ 

 社会教育、社会体育施設の 

 利用を促進する 

学習活動の 

拠点づくり 

目  標 

（スローガン） 
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７ 第７次社会教育中期計画基本政策の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 多様な学習機会の拡充に努める １－２ 多様な学習機会を提供する 

目 的   
 

実施事務事業 
１－１ 

 人材バンク、生きがい教室、生涯学習講座、チャレンジ教室、子ども朝活事業、動植物

写真展、ブックスタート、読み聞かせ、英会話教室、移動図書 

１－２ 

 ホームページ更新・充実、告知端末周知、社教だより、体育館だより、図書だより、文

化財関係資料管理・整理、文化財専門委員、道立図書支援事業 

政策１ 幌延を知るための学びの場づくり 

１－１ 多様な学習機会の拡充に努める １－２ 多様な学習機会を提供する 

目 的  幼児から高齢者まで多様な学習機会の充実や学習成果を

活かす環境づくりを推進する。 
 

実施事務事業 
１－１ 

 人材バンク、生きがい教室、生涯学習講座、チャレンジ教室、子ども朝活プロジェク

ト、動植物写真展、ブックスタート、読み聞かせ、英会話教室、移動図書 

１－２ 

 ホームページ更新・充実、告知端末周知、社教だより、体育館だより、図書だより、文

化財関係資料管理・整理、文化財専門委員、道立図書支援事業 

政策２ 地域の営みに参画できる仕組みづくり 

２－１ スポーツ活動を充実する ２－２ 家庭・地域の子育てを支援する 

２－３ 住民の社会参画活動を推進する 

目 的  文化スポーツ活動の充実を図るとともに、子育てを支援で

きる環境づくりを推進する。 
 

実施事務事業 
２－１ 

 生涯学習講座、動植物写真展、舞台芸術鑑賞事業、心象館音楽の夕べ、ギャラリー展、

親子ふれあい人形劇、町内書初め展、町民文化祭、移行事業、文化団体活動支援、車椅

子ソフトボール合宿、水中・ソフトエアロビクス教室、水泳教室（低・一）、スキー教

室（低・１、２年）、子ども運動教室、軽体操運動 

２－２ 

 放課後子ども教室（活動員ボランティア発掘と人材育成）、家庭教育サポート事業、子

育て支援センターと連携、家庭教育学級、読み聞かせ、町ＰＴＡ研究大会 

２－３ 

 人材バンク、チャレンジ教室、家庭教育学級、料理教室、町民スキー大会、町民フット

サル大会、問寒別地区町内会対抗ソフトボール大会、問寒別地区町内会対抗ミニバレ

ーボール大会 
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軽体操運動 

朝活プロジェクト（プログラミング教室） 

心象館音楽の夕べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策３ 子どもたちの自立を促す環境づくり 

３－１ 体験・交流活動を推進する  ３－２ 学校との連携を促進する 

３－３ ボランティア活動を推進する ３－４ リーダー・指導者の研修機会を 

提供する 

目 的  子どもたちの体験活動の充実や健全育成を推進する。 
 

実施事務事業 
３－１ 

 幌延町子ども会育成連絡協議会活動支援、ワラベンチャー問寒クラブ活動支援、チャ

レンジ教室、子ども朝活プロジェクト 

３－２ 

 チャレンジ教室、子ども朝活プロジェクト、放課後子ども教室、学校開放事業、町内子

どもの集い、家庭教育学級、英会話教室、町ＰＴＡ研究大会、町民スキー大会、水泳大

会、町民マラソン大会、小学１・２年スキー教室、水泳教室、書初め展、社会教育指導

員活動 

３－３ 

 子ども会ボランティア活動、学校でのボランティア活動の把握、放課後子ども教室 

３－４ 

 放課後子ども教室（スタッフ）、青少年体験活動推進事業、少年の主張、社会教育委員、

スポーツ推進委員 
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政策４ 次代に向けて挑戦し続ける風土づくり 

４－１ 協働による生涯学習を推進する  ４－２ 青少年活動を促進する 

４－３ コミュニティ活動を活性化する  ４－４ スポーツと健康づくりを推 

進する 

目 的  研修機会の充実を図るとともに、地域と協働した取り組み

を推進する。 
 

実施事務事業 
４－１ 

 家庭教育サポート事業、成人式、女性学級、料理教室、文化協会、体育協会、幌延町子

ども会育成連絡協議会 

４－２ 

 子ども運動教室、スポーツ少年団本部活動支援、子ども朝活プロジェクト、放課後子ど

も教室 

４－３ 

 舞台芸術鑑賞事業、町民文化祭、学校開放事業、問寒別地区町内会対抗ソフトボール大

会、軽体操教室、町内会対抗ミニバレーボール大会、町内会対抗バレーボール大会、問

寒別地区町内会対抗ミニバレーボール大会、町民ミニバレーボールフェスティバル 

４－４ 

 社会体育事業（大会・教室）、スポーツ少年団本部活動支援、スポーツ指導員 

政策５ 学習活動の拠点づくり 

５－１ 社会教育、社会体育施設を整備する  

５－２ 社会教育、社会体育施設の利用を促進する 

目 的  社会教育、社会体育施設の機能充実を図る。 
 

実施事務事業 
５－１ 

 幌延町・問寒別生涯学習センター、金田心象書道美術館、郷土資料館、総合体育館、総

合スポーツ公園、幌延・問寒別町民プール、東ヶ丘スキー場 の利用や整備 

５－２ 

 子どもの読書活動推進計画の推進、ミニギャラリー展、書カフェ、心象館音楽の夕べ、

軽体操運動、放課後子ども教室（おひさま子育て会） 



判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１

２

３

４

※　指標の数値については、３年後（令和４年度）に見直すものとする。（事業の拡大や縮小及び人口等により変動するため）

→ 第７次中期計画策定に伴い新たに指標を設定

→ 第６次中期計画目標未達成項目

→ 第６次中期計画から継続（指標の変更有）

Ｈ30実績
　道立図書館インターネット予約貸出サービス
　27人利用／80冊の貸出

27～31人 現状数値

現状値 27人 目標値 32人 設定理由 現状20％増を加味

現状値より20％以上増

現状値より20％未満減

現状値より20％以上減

指標４ 道立図書支援事業活用

Ｈ25アンケート結果：42.9％
Ｒ1アンケート結果：42.5％　　△0.4％

前回のアンケートから5％以上の増

前回のアンケートから5％未満の増
指標３

生涯学習機会に恵まれた町と思う人
の割合

測定方法
総合計画アンケート
結果

評
価
基
準

45％以上

43～44.9％

現状値 42.5％ 目標値 45％ 設定理由
より充実した内容に
より実施

40～42.9％ 前回のアンケートから5％未満の減

39.9％以下 前回のアンケートから5％以上の減

Ｈ30実績
　社教関係 370回
  社体関係 112回

480～499回 現状数値

現状値 482回 目標値 500回 設定理由
現状維持、社会教
育・体育団体分加味

現状値から4％増

目標値から8％減

目標値から8％以上減

指標２ 告知端末周知回数 測定方法 告知端末周知回数 評
価
基
準

500回以上

460～479回

459回以下

Ｈ30実績
　社教だより・図書だより・体育館だより 36回
　社教関係 35回、体育関係 26回

90～99回 現状値から90％更新

多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る

現状値 97回 目標値 100回

100回以上

英会話教室登録人数から1回の平均
参加人数

測定方法 事業実施集計 評
価
基
準

8人以上

4～5人

3人以下

80～89回 現状値から80％更新

79回以下 現状値から80％未満更新

施策
１－２

指標１
社会教育・社会体育事業等の情報更
新回数

測定方法 ホームページ更新回数 評
価
基
準設定理由

より充実した情報を
更新

現状数値を維持

測定方法 利用実績数 評
価
基
準

32人以上

22～26人

21人以下

Ｈ26実績：134人
Ｈ27実績：121人
Ｈ28実績： 93人
Ｈ29実績：105人
Ｈ30実績：131人

会員数等増を加味

現状数値

Ｈ30実績
　8回実施 75人
  登録 16人

6～7人 現状より1～2人増

現状値 5人 目標値 8人 設定理由
幌延・問寒別地区を
加味した数字

幌延10人、問寒別3人を加味した数字

Ｈ30実績：6回実施
　幌延（認定こども園） 4回
　問寒別（保育所） 2回

6回 子ども読書推進計画値

現状値 6回 目標値 6回 設定理由
子ども読書活動推進
計画との整合性

計画以上実施

現状値から1回減

現状値から2回以上減

指標２ 移動図書実施回数 測定方法 事業実施回数

設定理由 現状維持

評
価
基
準

7回以上

5回

4回以下

指標３ 生きがい教室参加人数 測定方法 事業実施集計 評
価
基
準

150人以上

130～149人

現状値 131人 目標値 150人 設定理由
第６次中期計画未達
成

110～129人 会員数減を加味

109人以下 会員数大幅減を加味

指標４

Ｈ30実績
　青少年教育 32回、女性教育 4回、
  家庭教育 11件、高齢者教育 6回、
  成人教育 11回、芸術文化教育 18回

78-81回 現状値から5％減

多
様
な
学
習
機
会
の
拡
充
に
努
め
る

現状値 82回 目標値 82回

現状数値

現状値以下の数値

現状値から10％以上減

施策
１－１

指標１ 社会教育実施事業数 測定方法 事業実施回数 評
価
基
準

1
5

Ｒ７
備　　　　考

数値 数値 数値 数値 数値 数値

８　第７次社会教育中期計画のめざす基本施策の評価指標
政策１ 幌延を知るための学びの場づくり 評価数値 設定理由等

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

82回以上 現状数値を維持

74～77回 現状値から10％減

73回以下
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※　指標の数値については、３年後（令和４年度）に見直すものとする。（事業の拡大や縮小及び人口等により変動するため）

現状値より2～3件の減

2件以下 現状値より4件以上の減

Ｈ30実績
　チャレンジ教室、料理教室、
　町民スキー大会、町民フットサル大会、
　問寒別町内会ソフトボール大会、
　問寒別町内会ミニバレーボール大会

現状数値

現状値より1件の減

Ｈ30実績
　チャレンジ教室 8件
  動植物写真展 1件
　家庭教育学級 1件

9件 現状値より1件の減

現状値 10件 目標値 10件 設定理由 現状維持

現状数値

現状値より2件の減

現状値より3件以上減

指標２ 人材バンク活用事業数 測定方法 登録実績集計

Ｈ30実績
　24人（団体）登録

25～27登録 現状値より1～3人（団体）増の数値

　
促
進
す
る

　
住
民
の
社
会
参
画
活
動
を

現状値 24登録 目標値 28登録

指標３
社会教育・社会体育事業への参画件
数

測定方法 事業実施集計

28登録以上 現状値より4人（団体）以上増の数値

21～24登録 現状数値

20登録以下 現状値より4人（団体）以上減

施策
２－３

指標１ 人材バンク登録数（団体・個人） 測定方法 登録実績集計 評
価
基
準設定理由 第６次中期未達成

評
価
基
準

10件以上

8件

7件以下

評
価
基
準

6件以上

5件

現状値 6件 目標値 6件 設定理由 現状維持
3～4件

Ｈ30実績
　4回の実施

5回 子ども読書活動推進計画値

現状値 4回 目標値 6回 設定理由
子ども読書活動推進
計画値

現状より増加した数値

現状値より1回減となった数値

現状値より2回以上減となった数値

指標４ 読み聞かせ実施回数 測定方法 実績回数 評
価
基
準

6回以上

4回

3回以下

各学級3回実施

8回以下 各学級3回の実施に満たない

Ｈ30実績
　幌延小学校 4回
　幌延中学校 3回
　問寒別小中学校 3回

各学級4回以上実施

現状数値

Ｈ30実績
　登録：6企業
　　伊藤商店、道北物流、幌延郵便局、
　　天塩ハイヤー幌延支店、問寒別軽送、
　　問寒別郵便局

6社 現状数値

現状値 6社 目標値 7社 設定理由 新規登録を加味

新規登録を加味

登録企業1社減

登録企業2社減

指標２
北海道家庭教育サポート企業制度登
録企業数

測定方法 登録実績集計

Ｈ27実績：43人登録（122人）
Ｈ28実績：35人登録（125人）
Ｈ29実績：30人登録（127人）
Ｈ30実績：24人登録（126人）
Ｈ31実績：39人登録（117人）

34～35.9％ 現状値より2％未満増

家
庭
・
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る

現状値 33.3％ 目標値 36％

指標３ 家庭教育学級開設回数 測定方法 事業実績数

36％以上 過去5年間最高登録率以上

32～33.9％ 現状数値

31.9％以下 現状値より2％以上減

施策
２－２

指標１ 放課後子ども教室登録人数 測定方法 全校児童の36％登録 評
価
基
準設定理由 過去5年間最高登録率

評
価
基
準

7社以上

5社

4社以下

評
価
基
準

12回以上

10～11回

現状値 10回 目標値 12回 設定理由 1学級4回以上
9回

Ｈ30実績
　文化協会：16団体
　体育協会：11団体

26～27団体 現状数値

現状値 27団体 目標値 27団体 設定理由 現状維持

新規加入団体加味

現状値より2団体減

現状値より3団体以上減

指標４ 文化協会・体育協会加盟団体数 測定方法 加盟団体数集計 評
価
基
準

28団体以上

24～25団体

23団体以下

4日中止した数値

23日以下 5日以上中止した数値

Ｈ30実績
　水泳教室（低） 6日、一般 5日
　水中・ソフトエアロビ 2日、軽体操 2日
　スキー（低） 4日、1・2年 3日
　子ども運動教室 6日（5事業連携)

現状より増加した数値

2日中止した数値（天災）

Ｈ30実績
　幌延 323人
　問寒別 248人
Ｈ26～Ｈ29実績
　幌延 805人(200人)、  問寒別 643人(160人)

451～499人 現状値から15％程度増

現状値 400人 目標値 500人 設定理由 来場25％増

現状値から25％増

現状数値

現状数値未満

指標２ 町民文化祭来場人数 測定方法 事業実施集計

Ｈ30実績
　舞台芸術鑑賞：200人（2部公演）/2→100人
　生涯学習講座：31人（幌延・問寒別）
　心象館音楽の夕べ：75人
　親子ふれあい人形劇：158人

370～439人 目標値から15％減

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
充
実
す
る

現状値 364人 目標値 440人

指標３ スポーツ教室実施日数 測定方法 実施集計

440人以上 過去4年間の平均数

301～369人 目標値から15～30％未満減

300人以下 目標値から30％以上減

施策
２－１

指標１ 芸術鑑賞事業参加人数 測定方法 事業実施集計 評
価
基
準設定理由 過去4年間の平均数

評
価
基
準

500人以上

400～450人

399人以下

評
価
基
準

28日以上

26～27日

現状値 25日 目標値 28日 設定理由 現状維持
24～25日

備　　　　考
数値 数値 数値 数値 数値 数値

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
政策２ 地域の営みに参画できる仕組みづくり 評価数値 設定理由等
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２
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Ｂ
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※　指標の数値については、３年後（令和４年度）に見直すものとする。（事業の拡大や縮小及び人口等により変動するため）

‐‐‐ 設定理由 現状把握

Ｈ30実績：活動員不参加
Ｈ31実績：活動員2人出席

現状を把握するのみ
指標３

放課後子ども教室スタッフ研修会参
加状況

測定方法 研修会出席実績数 支
援
内
容

研修会参加

現状値 2人 目標値

Ｈ30実績
　少年の主張：出席
　ジュニアリーダー：欠席

1件 1事業のみ出席

現状値 2件 目標値 2件 設定理由 現状維持

2事業出席

事業不参加

指標２
少年の主張、ジュニアリーダー研修
会出席件数

測定方法 研修会出席実績数

施策
３－４

指標１ 社会教育関係委員研修会等参加率 測定方法 研修会参加率 評
価
基
準設定理由 予算計上100％出席

評
価
基
準

2件

---

0件

Ｈ30実績
　社教委：理事会 4人(2人)、管内 2人(0人)、
　　　　　全道 2人(1人)、委員長 1人(1人)
　スポ推：総会 1人(1人)、管内 2人(2人)、
　　　　　全道 2人(2人)

85～99.9％ 2人不参加

　
機
会
を
提
供
す
る

 
リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
の
研
修

現状値 64.3％ 目標値 100％

Ｈ30実績
　幌小4件、幌中3件、問小中2件、子ども会1件

※ 各学校等に調査

講師紹介

100% 全参加

64～84.9％ 3～5人不参加

63.9％以下 6人以上不参加

現状値 10件 目標値 ‐‐‐

Ｈ30実績
　幌中 2件

※ 各学校に調査

講師紹介

現状値 2件 目標値 ‐‐‐ 設定理由 現状把握と支援
運営補助

場の提供 現状を把握するのみ

町バス貸出

設定理由 現状把握と支援
運営補助

町バス貸出

指標２
ボランティアを学習する授業実施件
数

測定方法 各学校活動実績確認 支
援
内
容

Ｈ30実績
　幌延 5人
　問寒別 12人

17～19人 現状維持

　
推
進
す
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

現状値 17人 目標値 20人 設定理由

指標３ 小中学生のボランティア活動件数 測定方法 各学校活動実績確認 支
援
内
容

幌延のスタッフ増を加味

現状を把握するのみ

幌延地区増を加味
14～16人 現状値から1～3人の減

13人以下 現状値から4人以上の減

場の提供

施策
３－３

指標１ 放課後子ども教室スタッフ人数 測定方法 スタッフ登録数 評
価
基
準

20人以上

Ｈ29実績：80人(会員193人)
Ｈ30実績：58人(会員185人)
※ Ｈ31中止

35～39.9％ 会員参加10人以上増

現状値 31.4％ 目標値 40％ 設定理由 会員数の40％出席
30～34.9％

評
価
基
準

40％以上 会員参加20人以上増

Ｈ30実績：101点（小中87点）180人　48.3％
Ｈ31実績：101点（小中89点）175人　50.1％

55～59.9％ 現状値から5％増

現状値 50.1％ 目標値 60％ 設定理由
小学5年生～中学生全
員応募時

50～54.9％

現状数値

29.9％以下 現状以下の数値

実績確認 評
価
基
準

60%以上

Ｈ30実績
　水泳教室（低）、スキー教室（低）（1・2）
　朝活事業（夏・冬）、子ども教室（幌・問）
　水泳大会、マラソン大会、スキー大会
　英会話教室（Ｈ31）

運営協力

学
校
と
の
連
携
を
促
進
す
る

現状値 10件 目標値 ‐‐‐ 設定理由 現状把握と支援

現状数値

49.9％以下 現状以下の数値

指標３ 町ＰＴＡ研究大会参加率 測定方法 実績確認

施策
３－２

指標１
小中学校と連携・協力した事業実施
件数

測定方法 実績確認 支
援
内
容

共催事業 現状を把握するのみ

現状値 11件 目標値 ‐‐‐ 設定理由 現状把握と支援
運営補助

町バス貸出

指標２ 町内書初め展示作品数 測定方法
小5～中学生全員応募時の数値

実績確認 支
援
内
容

場の提供 現状を把握するのみ

講師紹介

現状値 62％ 目標値 62％ 設定理由 現状維持
50～55.9％ 現状値から6～12％減

現状数値

29.9人以下 現状値から5％以上減

指標２ 子ども朝活事業登録率 測定方法 全校児童の62％登録 評
価
基
準

62％以上 現状数値

37.5人 設定理由 過去5年間最大数値
30～33.4人

56～61.9％ 現状値から6％減

49.9％以下 現状値から12％以上減

指標３
青少年活動団体活動実施件数
（子ども会・ワラベンチャー）

測定方法

Ｈ26実績：135人（5事業／平均22.5人）
Ｈ27実績：224人（7事業／平均32.0人）
Ｈ28実績：238人（8事業／平均29.8人）
Ｈ29実績：338人（9事業／平均37.5人）
Ｈ30実績：295人（9事業／平均32.7人）

Ｈ28実績：45人登録（117人）
Ｈ29実績：67人登録（118人）
Ｈ30実績：64人登録（118人）
Ｈ31実績：67人登録（108人）
※ 夏季・冬季

Ｈ30実績
　子ども会育成連絡協議会 7件
　ワラベンチャー問寒クラブ 4件

数値

施策
３－１

指標１
ふるさと自然体験チャレンジ教室参
加平均人数

測定方法 参加人数／教室数 評
価
基
準

37.5人以上 過去5年間最大数値

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
備　　　　考

数値 数値 数値 数値 数値
政策３ 子どもたちの自活力を促す環境づくり 評価数値 設定理由等

Ｒ２ Ｒ３

33.5～37.4人 現状値から5％増

体
験
・
交
流
活
動
を
推
進
す
る

現状値 32.8人 目標値
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※　指標の数値については、３年後（令和４年度）に見直すものとする。（事業の拡大や縮小及び人口等により変動するため）

23,000人
10回

設定理由
過去5年間の平均＋
10％

8～8.9回 現状値より1.3～2.2回増

7.9回以下 現状数値

Ｈ26実績：25,283人／10.1回
Ｈ27実績：26,196人／10.7回
Ｈ28実績：21,125人／ 8.8回
Ｈ29実績：22,558人／ 9.3回（天塩分差引）
Ｈ30実績：15,768人／ 6.7回

過去5年間の平均数以上

現状値より2.3～3.2回増
指標３ 東ヶ丘スキー場リフト乗車数 測定方法

リフト乗車実績数／
人口

評
価
基
準

10回以上

9～9.9回

現状値
15,768人
6.7回

目標値

Ｈ30実績
　町民ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ、町内会ﾐﾆﾊﾞﾚｰ、
　町内会ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、問寒別ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、
　低学年ｽｷｰ教室、ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、
　歩くｽｷｰの集い

6事業 現状値から1事業減

現状値 7事業 目標値 7事業 設定理由 現状維持

現状数値

現状値から2事業減

現状かちら3事業以上減

指標２ 移行事業数 測定方法 事業実績数

施策
４－４

指標１ 社会体育事業参加人数 測定方法 登録実績集計 評
価
基
準設定理由 第６次中期未達成

評
価
基
準

7事業

5事業

4事業以下

Ｈ26実績：17件　1,807人
Ｈ27実績：18件　1,823人
Ｈ28実績：19件　1,708人
Ｈ29実績：27件　1,923人
Ｈ30実績：26件　1,569人

1,500～1,799人 現状数値

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り

現状値 1,569人 目標値 1,800人

Ｈ30実績（5事業）
　町内会ﾐﾆﾊﾞﾚｰ 83人、町内会ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 84人、
　ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 116人、
　問寒別ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 41人、問寒別ﾐﾆﾊﾞﾚｰ 36人

390～419人 目標値から5％減

1,800人以上 現状値から15％増

1,200～1,499人 現状値から30％未満減

1,199人以下 現状値から30％以上減

現状値 360人 目標値 420人

Ｈ26実績:三浦一馬×大萩康司ｽｰﾊﾟｰﾃﾞｭｵ 114人
Ｈ27実績:木原健太郎withﾍﾞﾘｰﾒﾘｰｵｰｹｽﾄﾗ 130人
Ｈ28実績:キヨヅカランド 183人
Ｈ29実績:東京ﾌﾞﾗｽｽﾀｲﾙ2017 233人
Ｈ30実績:東京ﾌﾞﾗｽｽﾀｲﾙ2018（2部構成)　200人

150～169人 目標から20人減

現状値 100人 目標値 170人 設定理由 施設座席数
130～149人

170人以上 座席数以上数の観覧

目標から40人減

129人以下 目標から40人以上減

設定理由 過去5年間の平均
370～385人 目標値から10％減

369人以下 目標値から10％以上減

指標２ 舞台芸術鑑賞事業参加人数 測定方法 事業実績数 評
価
基
準

Ｈ30実績（屋体、教室、グラウンド）
　幌延小学校 197回 2,738人
　幌延中学校 44回 508人
　問寒別小中学校 47回 462人

263～289回 現状値から10％減の数値

 
活
性
化
す
る

 
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を

現状値 288回 目標値 290回 設定理由

指標３ 町内会スポーツ事業参加人数 測定方法 実績数確認 評
価
基
準

現状数値

過去5年間の平均数

現状維持
251～262回 現状値から15％減の数値

250回未満 現状値から15％以上減の数値

420人以上

施策
４－３

指標１ 学校開放事業利用回数 測定方法 利用実績数 評
価
基
準

290回以上

Ｈ30実績
　子ども会 467人
　ワラベンチャー問寒 48人

490～515人 人口減を加味した数値5％減

現状値 515人 目標値 515人 設定理由 現状維持
470～489人

評
価
基
準

516人以上 現状数値

Ｈ30実績
　剣道スポーツ少年団 14人
　野球スポーツ少年団 11人
　バレースポーツ少年団 19人

40～49.9％ 目標値より10％未満減

現状値 37.3％ 目標値 50％ 設定理由
全校児童50％以上の
加入率

30～39.9％

人口減を加味した数値10％減

469人以下 人口減を加味した数値10％以上減

実績数確認 評
価
基
準

50％以上

Ｈ30実績
　全道大会：野球 1件、バレー 2件、剣道 1件
　全国大会：野球（代表） 1件

講師紹介

現状値 5件 目標値 ‐‐‐ 設定理由 現状把握と支援
運営補助

現状数値

29.9％以下 現在値より17％以上減

指標４
子ども連絡協議会、ワラベンチャー
問寒クラブ会員数

測定方法

実績確認 支
援
内
容

場の提供

会員数実績

Ｈ29実績：40人(118人）
Ｈ30実績：22人(118人）
※ Ｈ29からの事業

25～29.9％ 目標値より5％未満減

青
少
年
活
動
を
推
進
す
る

現状値 18.6％ 目標値 30％ 設定理由
全校児童30％以上の
加入率

町バス貸出

指標３ スポー少年団団員数 測定方法
全校児童数50％以上加入

女性委員3人以上減

施策
４－２

指標１ 子ども運動教室登録人数 測定方法 実績数確認 評
価
基
準

30％以上 全校児童数30％以上加入

20～24.9％

現状数値

現状値 35.7％ 目標値 42％ 設定理由 現状委員から増を加味
28～34.9％ 女性委員2人減

27.9％以下

目標値より10％未満減

19.9％以下 現状数値

指標２
スポーツ少年団全国・全道大会出場
件数

測定方法
現状を把握するのみ

委員数 評
価
基
準

42％以上 女性2人以上増

35～41.9％

現状値 4回 目標値 ‐‐‐ 設定理由 現状把握と支援
運営補助

現状値より1件減

3件以下 現状値より2件以上減

指標２ 女性学級活動回数 測定方法 実績件数 支
援
内
容

事業実施 現状を把握するのみ

6件 設定理由 事業増を想定
4件

講師紹介

町バス貸出

指標３ 社会教育関係委員女性登用率 測定方法

Ｈ30実績
　文化協会 2件
　体育協会 1件
　子ども会 2件

Ｈ30実績
　下沼学級 4回

Ｈ28・29実績　社教委（8/2）、スポ推（8/2）
　　　　　　　放課後運営委員（13/6）
Ｈ30実績　　　社教委（8/2）、スポ推（8/2）
　　　　　　　放課後運営委員（12/6）

数値

施策
４－１

指標１
文化団体、体育団体との共催による
事業件数

測定方法 事業実施実績 評
価
基
準

6件以上 事業増を想定した数値

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
備　　　　考

数値 数値 数値 数値 数値
政策４ 次代に向けて挑戦し続ける風土づくり 評価数値 設定理由等

Ｒ２ Ｒ３

5件 現状数値

 
推
進
す
る

 
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
を

現状値 5件 目標値

1
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判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合 判定 総合

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１

２

３

４

※　指標の数値については、３年後（令和４年度）に見直すものとする。（事業の拡大や縮小及び人口等により変動するため）

27,999冊以下

子ども読書活動推進計画書計画値
28,800～29,599

現状値 26,780冊 目標値 29,600冊 設定理由
子ども読書活動推進
計画値

28,000～29,799

現状値より10％未満減

15.9人以下 現状値より10％以上減

指標４ 図書室蔵書数 測定方法 実施集計 評
価
基
準

29,600冊以上 現状を把握するのみ

Ｈ30実績:4回  97日 1,631人 ～ 16.8人/回
Ｈ29実績:4回 113日 1,915人 ～ 16.9人/回
Ｈ28実績:4回 112日 2,229人 ～ 19.9人/回
Ｈ27実績:2回  51日   955人 ～ 18.7人/回
Ｈ26実績:4回  73日 1,323人 ～ 18.1人/回

18～19.9人 現状数値

現状値 1日／18.1人 目標値 1日／20人 設定理由 来室者実数
16～17.9人

前回のアンケートから5％未満の減

41.9％以下 前回のアンケートから5％以上の減

指標３ 読書企画展平均来室人数 測定方法 事業実施集計 評
価
基
準

1日／20人以上 現状値より10％以上増

Ｈ25アンケート結果：48.5％
Ｒ1アンケート結果：46.9％　　△1.6％

46～51.9％ 前回のアンケートから5％未満の増

現状値 46.9％ 目標値 52％ 設定理由
町民が安心安全な施
設とし利用

41～45.9%

現状値から0.2冊減

3.5冊以下 現状値から0.2冊以上減

指標２
スポーツ・レジャー施設が整備され
た町と思う割合

測定方法
総合計画アンケート
結果

評
価
基
準

52％以上 前回のアンケートから5％以上の増

Ｈ30実績:8,813人／3.8冊→人口2,350人算出
Ｈ26～Ｒ1迄年間約50人の人口減少

※ 読書推進計画との整合性が図られてない

3.8～3.9冊 現状数値

 
促
進
す
る

 
社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設
の
利
用
を

現状値
8,813冊
3.8冊

目標値
9,200冊
4冊

設定理由
人口１人／４冊以上
の貸出

現状値より減

施策
５－２

指標１ 図書室貸出冊数 測定方法 貸出冊数実施集計 評
価
基
準

1人／4冊以上 現状値から0.2冊以上増

3.6～3.7冊以上

Ｈ26実績：8,140人→1人当たり/3.3回
Ｈ27実績：6,939人→1人当たり/2.8回
Ｈ28実績：6,979人→1人当たり/2.9回
Ｈ29実績：6,323人→1人当たり/2.6回
Ｈ30実績：6,179人→1人当たり/2.6回

3.5～4.4回 現状値より0.9～1.8回増

現状値
6,179人
2.6回

目標値
10,350人
4.5回

設定理由 第６次中期未達成
2.6～3.4回

現状値より0.5回以上減

指標４ 図書室利用人数 測定方法 利用実績数／人口 評
価
基
準

1人／4.5回以上 前回の目標値

現状数値

2.6回以下

現状数値

現状値
23,002人
9.8回

目標値
25,300人
11.0回

設定理由 第６次中期未達成
9.5.～9.9回 現状値より0.1～0.5回減

9.4回以下

現状値から150人以上減

指標３ 社会体育施設利用人数 測定方法 利用実績数／人口 評
価
基
準

1人／11回以上 前回の目標値

10.0～10.9回

現状値 967人 目標値 1,000人 設定理由 現状利用者維持
800～899人 現状値から150人減

現状数値

6.4回以下 現状値から0.5回以上減

指標２ 美術館・博物館施設利用人数 測定方法 利用実績数 評
価
基
準

1,000人以上 現状値から30人以上増

17,250人
7.5回

設定理由 利用増加を加味
6.5～6.9回

900～999人 現状値と同数

700～799人

Ｈ26実績：10,604人→1人当たり/4.2回
Ｈ27実績： 9,494人→1人当たり/3.9回
Ｈ28実績：14,875人→1人当たり/6.2回
Ｈ29実績：14,118人→1人当たり/5.9回
Ｈ30実績：16,266人→1人当たり/6.9回

Ｈ26実績：心象館 1,911人、資料館  84人
Ｈ27実績：心象館 1,162人、資料館  98人
Ｈ28実績：心象館   817人、資料館 168人
Ｈ29実績：心象館   694人、資料館 129人
Ｈ30実績：心象館   767人、資料館 200人

Ｈ26実績：26,624人→1人当たり/10.2回
Ｈ27実績：14,419人→1人当たり/ 5.9回
Ｈ28実績：24,442人→1人当たり/10.2回
Ｈ29実績：23,425人→1人当たり/ 9.8回
Ｈ30実績：23,002人→1人当たり/ 9.8回

数値

施策
５－１

指標１ 生涯学習センター利用人数 測定方法 利用実績数／人口 評
価
基
準

1人／7.5回以上 現状値から0.6回増

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
備　　　　考

数値 数値 数値 数値 数値
政策５ 学習活動の拠点づくり 評価数値 設定理由等

Ｒ２ Ｒ３

7.0～7.4回 現状値から0.1～0.6未満増

社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設
を
整
備
す
る

現状値
16,266人
6.9回

目標値

1
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答    申 

 

令和２年 ３月２７日  

 

幌延町教育委員会教育長 木 澤 瑞 浩  様 

 

幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会   

委員長 竹 岡 政 仁           

 

   幌延町第７次社会教育中期計画について 

 令和元年７月２５日付にて諮問がありました「幌延町第７次社会教育中期計画」策定につ

いて、策定委員１１名（社会教育委員８名、スポーツ推進委員３名）により、今日まで、前計

画の反省や評価を踏まえ、４回の会議を実施し、精力的にかつ慎重に審議・議論を重ねてま

いりました。 

 本計画策定にあたっては、幌延町教育大綱、幌延町教育目標を基軸にした「幌延町社会教

育の基本方針」と第６次幌延町総合計画との整合性を図りながら、本町の目指す施策と方向

性を策定し、「共に学び・共に育み・共に創る 郷土に根ざすひとづくり」をスローガンとし

て、「幌延町第７次社会教育中期計画」を別添のとおり答申いたします。 

 本答申が教育委員会をはじめ、町及び関係機関・団体、町民各位においても十分に活かさ

れ、今後の行政施策、事業展開に反映されますことを期待いたします。 
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諮 問 文 

 

令和元年 ７月２５日  

 

幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会 

 委員長 竹 岡 政 仁  様 

 

幌延町教育委員会教育長 木 澤 瑞 浩   

 

   幌延町第７次社会教育中期計画の策定について 

 このことについて、下記のとおり理由を付して諮問いたしますので、御答申くださいます

ようお願いします。 

記 

 幌延町は「幌延町教育目標」を基本とし、社会教育目標を掲げ、幌延町社会教育中期計画

を策定しております。本計画は、社会教育行政に関する総合的な計画であります。現在、幌

延町第６次社会教育中期計画（平成２６年度から令和元年度）に基づき、「学び愛・繋がり愛・

創り愛 豊かに生きる人づくり」をスローガンとして、５つの基本政策をたて、町民一人一

人がいつでも、どこでも、だれもが学習活動に参加できる人づくり、町づくりの実現をめざ

し、町民の自主的な学習活動の推進と支援を進めてまいりましたが、本計画については、本

年度で最終年度を迎えることとなります。 

 今日の少子高齢化等が進む中、経済発展、科学技術の高度化、情報化等人々のライフスタ

イルの変化や価値観の多様化が見られております。人々の生活水準は向上し、自由時間も増

大しており、物質的な面での豊かさに加え、精神的な面での豊かさを求め、生涯を通じて健

康で生きがいのある人生を過ごすことなどが求められております。 

 このような、町民のニーズや地域課題に対応した学習機会や学習情報の提供、学習した成

果を活用するとともに、今日までの幌延町における社会教育の実績を踏まえ、今後策定が重

要となります。 

 このことから、幌延町第６次社会教育中期計画の反省、評価を踏まえ次年度以降の社会教

育推進の基本となる幌延町第７次社会教育中期計画（令和２年度から令和７年度）の策定を

諮問いたします。 

（検討の視点） 

 １ 幌延町における社会教育の現状と課題をさぐる 

 ２ 生涯学習の観点に立った社会教育のあり方 

 ３ 今後の幌延町における社会教育の振興方策 
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幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会策定結果 

区  分 期  日 内     容 

第１回 

社会教育中期計 

画策定委員会議 

 

 

 

 

 

 

 ７月２５日 １ 委嘱状交付（委員） 

２ 幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会設置要

綱について 

３ 委員長、副委員長選出について 

４ 幌延町第７次社会教育中期計画策定について諮問 

５ 策定までの概要説明 

６ 講義「社会教育中期計画策定の目的について」 

７ 実技グループワーク「６年後の幌延町について」 

 講師：宗谷教育局教育支援課 

    社会教育指導班主査 佐々木 憲 一  氏 

中期計画策定 

委員事業視察 

 ８月 ２日 

１０月３１日 

１ 社会教育事業１６事業、社会体育事業８事業の視 

 察（３ヶ月間） 

第２回 

社会教育中期計 

画策定委員会議 

 

 

 

 

１２月１６日 １ 第１回会議結果の確認 

２ 現行計画の評価、現状把握について 

 ① Ｈ２６年度～Ｈ３０年度迄の評価 

 ② 各事業の整理（Ｈ２６～Ｈ３０） 

３ 事業視察の意見交換 

４ 現行の成果と課題について 

５ 第７次社会教育中期計画のイメージについて 

第３回 

社会教育中期計 

画策定委員会議 

 

 

 

 

 ２月１３日 １ 第２回会議結果の確認 

２ 事業視察結果 

３ 総合計画アンケート結果について 

４ 第７次社会教育中期計画体系図（案）について 

５ 第７次社会教育中期計画のめざす基本施策の評価

指標（案）について 

６ 第７次社会教育中期計画目標（スローガン）の設

定について 

第４回 

社会教育中期計 

画策定委員会議 

 ３月２４日 １ 第３回会議結果の確認 

２ 第７次社会教育中期計画目標（スローガン）の確

定について 

３ 第７次社会教育中期計画原案協議・校正 

教育委員会議  ３月２７日 １ 幌延町第７次社会教育中期計画 答申 
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   幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会設置要綱 

 

（名称） 

第１条 この会は、幌延町第７次社会教育中期計画策定委員会（以下委員会）という。 

（目的） 

第２条 この委員会は、幌延町の社会教育目標を基軸に「今日の社会の激しい変化に対応す

るために、生涯教育の観点に立って、豊かな社会性の育成と創造性の啓発をめざして、地

域に根ざした社会教育を推進する」ために、町民の学習要求に対応できる幌延町第７次社

会教育中期計画を策定することを目的とする。 

（構成） 

第３条 この委員会は、次の社会教育関係委員をもって構成し、定数は次のとおりとする。 

 (1) 社会教育委員 ８名 

 (2) スポーツ推進委員 ３名 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から当該諮問にかかる審議終了の日までとする。ただし、

補充された委員は前任者の残任期間とする。 

（所掌事項） 

第５条 この委員会は、第２条の目的を達成するために次のことを行う。 

 (1) 社会教育中期計画策定の調査研究に関すること。 

 (2) 社会教育中期計画策定のため住民の意向を聴取すること。 

 (3) 社会教育中期計画策定について教育委員会からの諮問事項に答申を行うこと。 

 (4) その他社会教育中期計画策定に必要な事項。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会は、委員の中から委員長１名、副委員長１名を互選する。 

２ 委員長は、会務を統括し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

（会議） 

第７条 委員会の会議は委員長が招集する。 

２ 会議の議長は委員長がこれにあたる。 

（部会の設置） 

第８条 この委員会に必要に応じて、部会を置くことができる。 

（事務局） 

第９条 この委員会の事務局は教育委員会社会教育グループに置き、構成は教育次長、社会

教育グループ職員、問寒別生涯学習センター所長及び幌延町生涯学習アドバイザーを以っ

て充てる。 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、必要事項は別に定めることができる。 

附 則 

１ この要綱は、公布の日から施行する。 

２ 最初に行われる委員会の会議は、第７条第１項の規定にかかわらず、教育委員会が招集

する。 

３ この要綱は、令和２年３月３１日限り効力を失う。
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幌延町第７次社会教育中期計画策定委員名簿 

№ 氏   名 所   属 備  考 

１ 竹 岡 政 仁 社会教育委員 委員長、スポーツ推進委員 

２ 吉 﨑 健 一 社会教育委員 副委員長 

３ 角 山   隆 社会教育委員 スポーツ推進委員 

４ 田 中 耕 平 社会教育委員  

５ 小 野 篤 夫 社会教育委員  

６ 岸     望 社会教育委員  

７ 佐 藤 友 子 社会教育委員  

８ 遠 藤 直 美 社会教育委員  

９ 佐 藤 寿 史 スポーツ推進委員  

１０ 長 山 拓 矢 スポーツ推進委員  

１１ 後 藤 裕理子 スポーツ推進委員  

 

【事務局】 

№ 氏   名 所   属 備  考 

１ 伊 藤 一 男 教育次長  

２ 戸 川 誠 二 社会教育Ｇ主幹  

３ 三田地 和 美 問寒別生涯学習センター所長 社会教育主事 

４ 寺 澤 篤 史 社会教育Ｇ主任 幌延町生涯学習センター 

５ 無量谷 智 郁 社会教育Ｇ主任 総合体育館 

６ 岩 田 悠 作 社会教育Ｇ主事  

７ 椿     駿 社会教育Ｇ主事 総務学校Ｇ兼務 

８ 冨士元 寿 彦 生涯学習アドバイザー  
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目        標 

「心豊かな人と文化を育むまちづくり」 

 第５次幌延町総合計画の幌延町の将来像である 

 「町民一人ひとりが主役！夢と活力に満ち 自然と共生する安心で住みよい町」 

を目指して、教育分野においては、人づくはまちづくりの基本であるとの認識に立ち、幌

延町の豊かな自然や風土等の特徴を生かし、学校・家庭・地域社会が十分に連携し、子ど

もたちの教育活動の充実をはじめ、幼児から高齢者までのそれぞれの年代に応じた、学習

機会を創出し、心豊かな人と文化を育むまちづくりを進めます。 

 

基  本  施  策 

１ 学校教育の充実 

 ● 児童・生徒が個性能力を生かし、自立した人間として生きていくための確かな学力

をはぐくみます。 

 ● 豊かな人間性、健やかな心と体をはぐくみます。 

 ● 地域に開かれた信頼される学校づくりに取り組みます。 

 ● 学校施設の計画的な整備に取り組みます。 

２ 生涯学習の推進 

 ● 生涯学習センターを拠点として、町民の学習ニーズの多様化・高度化に対応した各

種事業を実施し、学習機会の充実に努めます。 

 ● 行政や教育機関などとの連携や役割分担により、体験交流活動や社会活動への参加

を促進します。 

３ スポーツの振興 

 ● １町民１スポーツを推進します。 

 ● 町民が自ら進んで、いつでも、どこでも、気軽に楽しめるスポーツ・レクリエーシ

ョンや健康づくりの機会創出に努めます。 

 ● スポーツ指導者の養成や関係団体への支援、スポーツ施設の整備に取り組みます。 

４ 芸術・文化の振興 

 ● 地域に根ざした自主的な文化活動に対する支援を図り、町民主体的な運営による文

化活動を促進します。 

 ● 先人たちにより築き、受け継がれてきた歴史的に貴重な文化遺産の保存・調査を進

めます。 

 ● 郷土資料の収集や郷土芸能の後継者育成と伝承に努めます。 

幌 延 町 教 育 大 綱 
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 わたくしたちは、悠久の大地天塩川と広大な平野、豊かな森林に恵まれ、北

の大自然と共に生きる幌延町民です。 

 北緯４５度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築いた先人たちの労苦に感

謝するとともに、その意思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜びをも

って、未来につなぐまちをつくるために、この町民憲章を定めます。 

 

 １ 共に支え合い、未来に夢をもち、 

             住みよい協働のまちをつくります 

 

 １ 働くことに誇りをもち、地域資源を生かした、 

             活力あるまちをつくります 

 

 １ 生命（いのち）を尊び、人を愛し、 

             笑顔あふれるまちをつくります 

 

 １ 心身を鍛え、文化の香り高い、 

             いきがいと希望に満ちたまちをつくります 

 

 １ 自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り 

             人にやさしいまちをつくります 

 

（平成２２年１２月２０日）

幌 延 町 民 憲 章 
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生命を尊び 健康でたくましく生きる人 

 １ 北方生活 風土に即した体育・スポーツにはげみ、その生活文化の創造に努める。 

 ２ 保健・安全に対する知識を高め 心身共に健康な生活をおくるように努める。 

 ３ 辛抱強く最後までやり抜き たくましい心身を育てるように努める。 

 

広い視野に立ち 心豊かで思いやりのある人 

 １ 自然を愛し 美しいものや崇高なものに感謝する心をもち 豊かな生活を営むよう

に努める。 

 ２ 思いやりの心をもち 進んで奉仕活動に参加するよう努める。 

 ３ 互いに信頼しあい きまりや約束を守って社会生活向上に努める。 

 

高い理想をもち 生きがいを求め学び続ける人 

 １ 希望や目標をもち 常に実現に努める。 

 ２ 豊かな趣味をもち 余暇の善用に努める。 

 ３ 互いの個性を尊重し 創造的な知性や能力を高めるよう努める。 

 

勤労意欲をもち 家庭や地域を築く人 

 １ 働く喜びを知り 責任を果たすように努める。 

 ２ 自分の職業に誇りをもち 家庭生活の向上に努める。 

 ３ 幸せな社会の実現をめざし 郷土の産業発展に努める。 

 

郷土を愛し 平和な国際社会につくす人 

 １ 北国のきびしさを克服し 積極的に自然の活用に努める。 

 ２ 郷土の歴史や文化を大切にし 豊かな生活の創造に努める。 

 ３ 国際感覚を身につけ 平和な国際社会に生きる視野をもつように努める。 

 

（平成５年４月１日改定）

幌 延 町 教 育 目 標 
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幌 延 町 社 会 教 育 関 係 施 設 

施 設 名 住 所 建設年度 

幌延町生涯学習センター 宮園町１番地の３ 平成２３年度 

問寒別生涯学習センター 字問寒別１３５番地の４ 平成２８年度 

幌延町総合体育館 栄町５番地の１ 昭和５４年度 

幌延町総合スポーツ公園 

パークゴルフ場 
字上幌延１－１  他 平成８年度 

幌延町総合スポーツ公園 

野球場 
元町２－１  他 平成９年度 

幌延町総合スポーツ公園 

ゲートボール場 
字上幌延１－１  他 平成９年度 

幌延町総合スポーツ公園 

球技場 
元町２－１  他 平成９年度 

幌延町民プール 栄町５番地の１ 昭和６２年度 

問寒別町民プール 字問寒別１３０番地１ 平成１５年度 

金田心象書道美術館 字幌延１０２番地の１ 平成２年度 

幌延町郷土資料館 字幌延１０２番地の１ 昭和６３年度 

幌延町東ヶ丘スキー場 字幌延１０６番地の１ 他 平成４年度 

幌延町東ヶ丘スキー場 

管理棟 
字幌延１０６番地の１ 令和元年度 

※ 幌延町東ヶ丘スキー場管理棟については、旧共進会場管理棟から名称を改称し

改修を行っている。 



幌延町第７次社会教育中期計画（令和２年度～令和７年度） めざす姿  町民配布用            幌 延 町 教 育 委 員 会 
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幌 延 町 教 育 大 綱 

１ 学校教育の充実 

２ 生涯学習の推進 

３ スポーツの振興 

４ 芸術・文化の振興 

幌 延 町 教 育 目 標 

❏生命を尊び 健康でたくましく生きる人 

❏広い視野に立ち 心豊かで思いやりのある人 

❏高い理想をもち 生きがいを求め学び続ける人 

❏勤労意欲をもち 家庭や地域を築く人 

❏郷土を愛し 平和な国際社会につくす人 

幌 延 町 社 会 教 育 の 基 本 方 針 
 幌延町の教育目標を基軸に、今日の社会の激しい変化に対応するために生涯教育の

観点に立って、豊かな社会性の育成と創造性の啓発をめざして地域に根差した社会教

育を推進する。 

幌 延 町 社 会 教 育 目 標 
１ 学習や社会参加への意欲を高め、自ら啓発に努める社会教育活動を 

２ ふれあいを深め、豊かな心を育む文化活動を 

３ 健康で活力のある生活をめざすスポーツ活動を 

心豊かな人と文化を育むまちづくり 

基 本 施 策 

目 標 

幌延を知るための学

びの場づくり 

１－１ 

多様な学習機会の拡充に努める 

❏乳児から高齢期まで幅広い学習機

会の提供 

❏関係機関等との連携、体制づくり 

❏町や周辺地域の人材の登録・整備・

活用 

１－２ 

多様な学習機会を提供する 

❏ホームページの充実 

❏広報活動の工夫と充実 

❏住民ニーズの把握 

❏各種関係機関等の情報の提供 

地域の営みに参画でき

る仕組みづくり 

２－１ 

文化・スポーツ活動を充実する 

❏芸術文化鑑賞機会の提供 

❏運動教室の充実 

❏文化・体育協会事業への支援・ 

育成 

２－２ 

家庭・地域の子育てを支援する 

❏地域活動に参画できる環境の整備 

❏子育て支援ボランティアの育成と

活動支援 

❏青少年健全育成活動の推進 

２－３ 

住民の社会参画活動を促進する 

❏住民や各種団体等と連携した活動

の促進 

❏人材バンクの活用 

❏コミュニティー活動参加の促進 

子どもたちの自立を

促す環境づくり 

３－１ 

体験・交流活動を推進する 

❏子ども会等の活動への支援 

❏ワラベンチャー活動への支援 

❏自然体験や異世代交流の推進 

３－２ 

学校との連携を促進する 

❏小中学校との事業連携 

❏地域の教育資源を活用した学習機

会の提供 

❏家庭教育や子育てに関する学習機

会の提供 

３－３ 

ボランティア活動を推進する 

❏小中学校におけるボランティア活

動の推進 

❏ボランティアに関する学習機会の

提供 

❏ボランティア意識の向上 

３－４ 

リーダー・指導者の研修機会を提

供する 

❏リーダーや指導者の養成 

❏研修機会に関する学習機会の提供 

❏国や道、管内規模の研修会等への

参加奨励 

次代に向けて挑戦し

続ける風土づくり 

４－１ 

協働による生涯学習を推進する 

❏青年層の人材育成と活動支援 

❏家庭教育サポート企業制度の活用 

❏生涯学習のための研修機会の充実 

❏女性の学習や交流活動の推進 

４－２ 

青少年活動を推進する 

❏体力向上に向けた活動の推進 

❏スポーツ少年団活動への支援 

４－３ 

コミュニティー活動を活性化する 

❏社会教育・体育施設を利用した活

動の推進 

❏学校施設の有効活用 

❏町内会や文化・体育団体との連携 

４－４ 

スポーツと健康づくりを推進する 

❏社会体育事業の推進 

❏スポーツ指導者の発掘と育成 

❏保健センターとの連携 

学習活動の拠点づ

くり 

５－１ 

社会教育、社会体育施設を整備す

る 

❏住民ニーズの把握 

❏施設の設備や機能の充実 

❏安心・安全な活動場所の提供 

５－２ 

社会教育、社会体育施設の利用を

促進する 

❏図書室機能や蔵書数の充実と読書

活動の推進 

❏施設空間の有効活用 

❏サークル団体活動への支援 

政策１ 政策２ 政策３ 政策 4 政策 5 

 共に学び・共に育み・共に創る 郷土に根ざすひとづくり 

基本政策（６年計画の柱） 政策１～政策５ 目指す基本施策（基本政策を進めるための手段） １－１～５－２ 



 

水中から飛び上がったカワセミ 

巣穴から顔を出したエゾモモンガ 

追いかけっこをするエゾシカとキタキツネ 


